
【解答例】

【解答例】
問2，7
各1点×2
問1，3⑴，3⑵
4，5，6⑴，6⑵，
8⑴，8⑵，9⑴，
9⑵，10
各2点×12

問5，11，14
各1点×3
問1〜4，6,
7，9，10，12，13
各2点×10
問8 3点

問2，10
各1点×2
問1，3〜9
各2点×8

１

問７

か ら っ 風
問８

冬でも温暖な気候を利用して時期を早めて

栽培し、大都市の市場に出荷している。
問９ 問 10 問11 問12

イ ウ ア カ
問13 問14

エ エ

問１ 問２ 問３

エ 小豆島 ウ
問４ 問５ 問６

桜島 ア イ

問１ 問２

イ ア
問３⑴

大陸から伝わった稲作は、より多くの食

料を生産・保存できる技術だから。
問３⑵ 問４ 問５

三世一身の法 エ エ
問６⑴ 問６⑵ 問７ 問８⑴

オ ア ウ ウ
問８⑵ 問９⑴

野口英世 広島
問９⑵ 問 10

ウ イ

問１ 問２

最高裁判所長官 ウ
問３ 問４ 問５

イ 労 働 組 合 ア
問６ 問７ 問８ 問９

エ イ ウ イ
問 10

エ

受　験　番　号 氏　　　　名 得　　　点

模　範　解　答 70

26

２ 18

26

第２回　２月２日実施　吉祥女子中学校

2026年度　入学試験解答用紙〔社会〕（35分）

１

３



〔記述式解答の採点について〕
第２回
２ 　問８

【模範解答例】

〔記述式解答の採点について〕
第２回
１ 　問３ ⑴

【模範解答例】

大陸から伝わった稲作は、より多くの食料を生産・保存できる技術だから。（２点）

【採点のポイント】
①グラフの時期に稲作が伝来していることが書かれているか。（１点）
②稲作導入によって、それ以前に比べて多くの食料保存が可能になったことが書かれているか。（１点）
　（それ以前に比べて多くの食料生産ができるようになったこと、でも可）
⇨本文のグラフのｂの時期は、紀元前900年～紀元までを示しており、これは一般

的に縄文時代の終わりから弥生時代に当たります。この時期に日本で新たに普及
した技術とは、中国や朝鮮半島から伝来した稲作（米作り）です。

⇨次に、稲作がなぜそれ以前の時期以上に人口を養うことができたのかを考えま
す。稲作が伝わる前に人々が主に行っていた狩猟や採集による食料の獲得は不安
定であり、獲得した肉などは腐敗しやすく保存しにくいものでした。それに比
べ、稲作は安定的・計画的に米を生産でき、一粒の種もみからは数百の米粒が収
穫できるといわれます。また米は長く蓄えておくこともできます。そのため、そ
れ以前の時期以上に人口を養うことができたと考えられます。なお、「稲作の伝
来で餓死する人がいなくなった」といった答案がありました。しかしこれは、な
ぜ餓死する人がいなくなったのかを、稲作によって食料が増えたということと関
連付けて説明できておらず話が飛んでしまっているため、後半部分の得点は与え
ませんでした。

⇨単に歴史的な事象を単語として暗記するのではなく、それがいつのことなのかと
いう時代感覚、どうして起こったのか・どのような影響があったのかという因果
関係まで理解しながら、歴史の学習を進めて欲しいと考えています。

【部分点を与えた解答例】

稲作が普及し、それによってムラが対立して争いクニになったから。（１点）
稲作を行う際に高床倉庫を利用するようになり、食糧が増えたから。（１点）

⇨１つ目の例では、稲作については触れていますが、後半部分は人口を養えるよう
になった視点からの説明とは言えませんので、１点としました。２つ目の例で
は、稲作自体が、グラフのｂの時期より前から行われていたように読み取れま
す。そのため後半部分のみ１点を与えました。

【得点を与えなかった解答例】

⇨１つ目の例では、渡来人から伝わった技術が具体的に何なのか不明ですし、後半
部分も人口を養うことができた具体的な理由が明らかになっていません。そのた
め得点を与えませんでした。２つ目の例では、後半部分はあっているように読め
ますが、そもそも想定している時代が異なるため、得点を与えませんでした。他
にも新たな技術として、漢字や須恵器、登り窯、二毛作など時代を誤って解答し
ているものが多く見受けられました。

渡来人からいろいろな技術が伝わったことで生活の質が向上した。（０点）
縄文土器がつくられるようになり、食料を保存できるようになった。（０点）

冬でも温暖な気候を利用して時期を早めて栽培し、大都市の市場に出荷している。（３点）

【採点のポイント】

①冬でも温暖な気候であることが書かれているか。（１点）
⇨高知県や宮崎県は、関東地方や近畿地方よりも低緯度で、沖合いを黒潮（日本海

流）が流れていることもあり、冬でも気候が温暖です。そのため冬場から春先に
かけて、ビニルハウスなどの施設で暖房による温度調整を施しながら野菜の栽培
が行われます。このポイントについては「低緯度の気候」や「南国の気候」など
の解答にも得点を与えました。

②時期を早めて栽培していることが書かれているか。 （１点）
⇨高知県や宮崎県で行われる野菜の促成栽培は、大都市周辺で行われる近郊農業で

は野菜の露地栽培が難しく、品薄となる時期（これを「端境期」と言います）に
合わせて行われます。そのため「時期をずらして」という解答にも得点を与えま
した。また、そもそも「成長を早める」という意味が含まれる「促成栽培」を
使った解答や、「ビニルハウスを使って栽培」のような施設園芸について触れた
解答にも得点を与えています。

③大都市の市場に出荷していることが書かれているか。（１点）
⇨高知県や宮崎県で栽培された野菜はもちろん地元でも消費されますが、大消費地

は東京・大阪・名古屋などの大都市の市場です。そのため「東京や大阪などの市
場」や「人口が多い市場」などの解答にも得点を与えました。

【部分点を与えた解答例】

他県で栽培できない時期に栽培して市場に出荷することで高く売ることができる。（２点）

⇨気候の点には触れていませんが、「時期をずらす」点が書かれているほか、品薄
のため施設費や暖房費、輸送費を上乗せして割高になっても需要があるため売る
ことができるという市場価格の観点から考えており、ポイント②と③について得
点を与えました。

【得点を与えなかった解答例】

気候の違いを利用して野菜を栽培して遠い市場に出荷し、お金を稼ぐという特徴。（０点）

⇨「気候の違い」だけでは暖かいのか寒いのかがわかりませんし、市場は遠いかも
しれませんが、人口の少ない小都市かもしれません。また「お金を稼ぐ」だけで
は品薄の時期を狙って高い価格で売る、というニュアンスが伝わってきません。
よって、①～③のいずれのポイントについても得点を与えませんでした。


